


部長

横
よ こ た

田 涼
りょう

さん

令和８年度(２０２６年度)予算審査令和８年度(２０２６年度)予算審査
一般会計予算一般会計予算８７億９,８４１万円８７億９,８４１万円

定例会３月会議において令和８年度予算が成立。
審査において議員が注目した「消防団」について特集します。

地域の安心・安全を守る消防団の活動を支える重要な財源が
計上されました。地域防災の最前線で団員を率いるのは各部
の「部長」です。今回は三春分団の７人の部長に活動の思い
や課題などお話をうかがいました。

―三春分団第６部（新町）―

団員不足が続く中、今年は４名の新入団員と
１名の女性一般団員の入団という明るいきざし
が見られます。今後は若い世代の確保が課題
であり、町全体での支援や若者にひびく広報
の強化が必要と感じています。

結婚を機に三春町に越してきましたが、夜の
警備活動や、イベントの際の警備など多岐
に渡って活躍する姿に感謝の気持ちで一杯
です。団員不足など課題は多いと思います
が、無理せず頑張ってもらいたいです。

新町 R.K.さん

消防費
非常備消防費
５,１４５万円

＼私もひとこと／

新入団員

安
あ べ

部 詩
し お り

織さん

同級生に声をかけられて入団しました。三春で生
まれ育ち、町に何か貢献できたらいいなぁと思って
いました。消防団のイメージが良い方へ変わってく
れれば嬉しいです。

三春町初！女性一般消防団員
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部長

桑
くわばら

原 拓
た く み

海さん

部長

富
とみやま

山 浩
ひろみち

道さん

部長

松
まつもと

本 葵
あおい

さん

―三春分団第２部（中町）――三春分団第３部（荒町）―

小さい頃から消防団員として活動していた親の
姿を見て「消防団」に興味を持ち、現在に至っ
ています。昔と違って、今の消防団は人員不足
で火災や訓練など対応しきれないことが多く
なっているので、行政で適齢期の方々へお声掛
けして団員を増やしていただけるよう協力して
もらいたいです。

私は団員や地域の皆様の協力で、今年で部長
２年目を迎えます。日ごろの訓練と地域の広
報活動（巡回）を通して、地域の安全安心を
支えていきます。また、昨今は団員の確保に苦
慮してます。地域の皆様には団員候補者の推
薦などよろしくお願いします。

戦力になることを第一優先に考え活動してい
る消防団の皆さんに感謝しています。火災が
起きた時、不安や心配が頭の中をよぎり無事
に帰って来てほしいと願うばかりです。これ
からも生活にメリハリつけて頑張っていただ
きたいと思います。

御免町 I.M.さん

火災がおきたら、何をおいても出動する姿を
見送る。そして家では稼業に子育て、無我夢
中でした。でも、今はそれが通じない社会で
す。団員の皆さんがそれぞれの立場で協力し
合いながら、地域の安全と安心を支えていた
だいていることに感謝します。

荒町 A.H.さん

＼私もひとこと／＼私もひとこと／

第８次三春町長期計画第８次三春町長期計画

いつまでも“ゆかしい”まち 三春いつまでも“ゆかしい”まち 三春

―三春分団第１部（八幡町）―

日頃の消防活動はもとより、お祭りなどのイベントでの警備に感謝しています。私たち住民が安全・安心
に生活できるのは皆さんのおかげだと思っています。これからも地域住民のために体に気を付けて頑張っ
て頂きたいと思います。	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八幡町 M.R.さん

＼私もひとこと／

消防団としての一番の想いは地元への貢献です。
お祭り・イベント・火災などにおいて予防活動の意
識を高く持つことが大事だと思います。現在６名で
の活動に大変さを感じています。若い世代や家庭
を持つ人が入団しやすいよう、土日の町イベントで
の団員負担を軽減してほしいと思います。
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―三春分団第４部（大町）―

―三春分団第７部（八島台）―

―三春分団第５部（北町）―

定例会３月会議で消防団設置等に関する条例の
改正議案が提出されました。消防団員の定数500
人を400人とする改正です。各地域で消防団員
の確保について努力されているとのことですが難
しい状況です。これを受けて消防団で協議いただ
き、実際に活動できる人数や、減らすことによる経

費削減、機能別消防団員が今後増えていくことな
どいろいろ検討されました。その結果「400人が
妥当である」との説明を受け、全会一致で可決と
なりました。消防団員の実員数は４月５日付で346
人です。総務常任委員会としても、今後団員の皆さ
んの処遇改善を応援してまいります。　 三瓶 文博

議員のつぶやき

部長

柳
やぎぬま

沼 敦
あつし

さん

本当にご苦労さまです。日頃の
活動に心から感謝しております。
一定の人数がそろわないと出動
が難しいのではないかと感じる
こともあります。入団は個人の意
思によるものだと思いますので、
団員確保のご苦労も大きいので
はないかと思います。

北町 Sさん

＼私もひとこと／

部長　
宗
むなかた

像 雄
ゆ う や

也さん

部長　
松
まつなが

永 正
ま さ と

人さん

団員減少が有事の際の出動に影響が生
じていることを聞き、消防団の深刻な現
状を初めて知りました。日頃から地域の
安心安全のためにご尽力いただきありが
とうございます。

　大町 A.H.さん

八島台地区では、これまで自営業や会社勤めの方々が、
少数精鋭で消防団活動を支えてきました。火災が起きれ
ばすぐに現場へ向かい、日頃からポンプ車の点検や夜
警、訓練などに取り組まれています。その裏には、家族と
の時間を削ってまで地域を守る覚悟が垣間見え、頭が
下がる思いです。だからこそ、私たちも「火の用心」を心が
け、感謝の気持ちを行動で示していきたいと思います。

八島台 A.I.さん

＼私もひとこと／

＼私もひとこと／

県外から来て消防団に入ったことで、団員同士のつながりがで
きたことはとても良かったと感じています。入団前はそうした関
係がなかったため、地域に溶け込むきっかけにもなりました。
一方で、北町はもともと人口が少なく、新入団員の確保が難し
い状況にあります。現在は実質４人で活動しており、有事の際に
は他の部と連携しながら対応しなければならず、苦労している
のが現状です。

消防団の通常活動は、月２回のポンプ整備や訓練、そし
て担当区の消火栓の点検などがあります。第４部は地元
に消防団候補者がおらず、団員11名のうち５名が役場職
員という状況で、地域を見守るには大変厳しい現実です。

三春町の名前を背負い活動できることに
やりがいを感じています。火災予防や防
災への関心を高め、安全な町づくりを目
指したいと思います。現在、団員確保が
大きな課題です。
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新規事業の内容が抽象的で、何をするのか分
からない部分が多いです。事業開始前に具体
的な説明が必要と思います。

篠崎 聡

議員のつぶやき

寄附を受けた北町の石蔵
交付金を活用します

地域経済循環創造事業交付金
（ローカル 10,000 プロジェクト）（新規）　
　町に寄附された北町の石蔵については、民
間事業者がウイスキーの貯蔵庫や試飲・販
売所として活用していく予定です。改装費は
総額5,000万円で、このうち国から国庫補助
金1,250万円と、特別交付税625万円が措置
される見込みです。残りの625万円は町が、
2,500万円は民間事業者が負担します。
　議会では、にぎわい創出につながる取り組み
として期待する一方、将来的な維持管理費が
町民の負担とならないために、適切な契約を結
ぶよう意見を付しました。

地域創生アドバイザー事業（新規）　
　専門家から助言を受け、自主的・主体的な地
域づくりを推進する事業です。（28万円）

令和８年度当初予算
ポイント

令和７年度の当初予算は86億512万円、令
和８年度は87億9,841万円で、昨年度比
2.3％増でした。
今年度の地域資源を活用した新規事業も
なかなか大変ですね。
私もできることは協力してまいります。

岩江 S.H.さん

＼私もひとこと／

蔵を活用した中心市街地活性化だけでな
く、農村部の地域振興等にも活用してほし
いと思います。	 岩江 K.Y.さん

＼私もひとこと／
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三春の酒で乾杯条例を制定
地元産業の活性化へ

固定資産評価審査委員会委員を再任
引き続きお願いします

　町内で製造された日本酒などを楽しむ機運を高
め、消費拡大につなげる「三春の酒で乾杯条例」
を制定。地元の酒文化を守り育てるとともに、原
材料生産や関連産業の活性化を後押しします。

　土
つちたな

棚容
よ う こ

子さんの固定資産評価審査委員会委員
の再任に同意。引き続き、公平で適正な評価の確
保に向けた役割を期待します。　

固定資産評価審査委員会とは・・・
　土地や家屋などの固定資産税の評価額に
不服がある場合に審査を行う第三者機関。
評価の公平性・適正性を確保する役割を担
います。

再任された土棚容子委員

三春町敬老園

三春病院に残された稼働停止中のCT

三春病院休院にあたり
　三春敬老園との分離工事が必要となり、電気設備
やスプリンクラーなどの分離工事に約8,000万円の
予算が計上されました。また、三春病院の設備維持
管理費が約4,000万円、病院長の報償に660万円
計上され、休院中であっても一定の費用負担が継続
している状況です。

指定管理者である星総合病院の撤退により､
４月から休院となっています。地域医療は町民
の命と安心を支える基盤です｡突然の撤退は
患者さんやご家族に大きな影響を与える深刻
な問題です｡休院中であっても、病院巡回業
務委託や病院長報償、カルテ開示請求など、
町の支出は継続しています。三春病院につい
ては､医療機関の早期選定を強く望みます。

松村 妙子

議員のつぶやき

維持費にそんなにお金がかかるのですね！建
物はきれいですし、CTなど設備も整っている
のでもったいないです。町の大切な病院、なん
とかならないでしょうか？

中郷 Ｋ.Ｙ.さん

＼私もひとこと／
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定例会３月会議　議案の審議結果
全議案可決、同意（全議員賛成）

令和８年度三春町歳入歳出予算
一般会計　　　　　　　８７億９，８４１万円（前年度比２. ３％増）
国民健康保険特別会計　１７億１，４３２万円（前年度比６. ６％増）
後期高齢者医療特別会計　２億９，６２０万円（前年度比２０. ３％増）
介護保険特別会計　　　１９億３，６３１万円（前年度比６. ３％増）
町営バス事業特別会計　　１億１，２３４万円（前年度比１２. ７％増）
放射性物質対策特別会計　１億１，４６６万円（前年度比６７. ７％増）
病院事業会計　収益的収入４，０８８万円、収益的支出６，９５５万円
水道事業会計　収益的収入３億８，８８８万円、収益的支出４億４，１７９万円、
　　　　　　　資本的収入１億１，６１５万円、資本的支出１億６，１６３万円
下水道事業等会計　収益的収入３億６，８９５万円、収益的支出４億８，９７９万円、
　　　　　　　　　資本的収入１億８，０９５万円、資本的支出２億５，０４４万円
宅地造成事業会計　収益的収入２，５０３万円、収益的支出２，９１１万円

令和７年度三春町補正予算
一般会計補正予算（第８号）１億６，７７９万円減額
国民健康保険特別会計補正予算（第４号）９７７万円減額
後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）１，１５０万円増額
介護保険特別会計補正予算（第４号）３，９９７万円増額
町営バス事業特別会計補正予算（第１号）９４５万円減額
放射性物質対策特別会計補正予算（第１号）２１万円減額
病院事業会計補正予算（第２号）収益的支出３１６万円増額

条例の制定・一部改正
三春の酒で乾杯条例
　町内で製造された清酒での乾杯を勧め、地場産業振興を推進する。

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
　令和７年福島県人事委員会勧告を踏まえ、職員に支給する通勤手当の額を改正する。

職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例
　国家公務員等の旅費に関する法律の一部改正に伴い、職員等の旅費制度を改正する。

三春町ひとり親家庭医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例
　児童扶養手当法及び児童扶養手当法施行令の改正に伴い、規定の整備を行う。

三春町健康診査負担金徴収条例の一部を改正する条例
　がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針の一部改正を踏まえ、負担金を徴収する健康診査の種類及び負担金の額の改正をする。

三春町保健センター設置条例の一部を改正する条例
　町営ジムの利用対象者（町外在住者）を拡大するとともに、使用料を設定する。

三春町介護保険条例の一部を改正する条例
　介護保険第１号被保険者の保険料減免に関して必要な事項を定める。

さくら湖自然観察ステーション条例の一部を改正する条例
　研修・会議室の使用料を改定する（4時間 2,000 円⇒ 1時間 1,000 円上限）。

三春町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例
　道路法施行令の一部改正に伴い、道路占用料の額を改定する。

三春町法定外公共物管理条例の一部を改正する条例
　道路法施行令の一部改正に伴い、法定外公共物占用料の額を改定する。

三春町都市公園条例の一部を改正する条例
　福島県都市公園条例及び三春町道路占用料徴収条例の一部改正に伴い、都市公園を占用する場合の使用料の額を改定する。

三春町水道の布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部を改正する条例
　水道法施行令及び水道法施行規則の一部改正に伴い、布設工事監督員及び水道技術管理者の資格要件の改正を行う。

三春町消防団設置等に関する条例の一部を改正する条例
　消防団の定員を現状に適合させる（500名⇒ 400名へ）。

人事・その他
固定資産評価審査委員会委員の選任の同意
　任期満了に伴い、土棚容子氏を引き続き委員として選任する。

権利の放棄について
　浄化槽汚泥清掃手数料の未納額について、債権を放棄する。

ばんとうプラザに係る指定管理者の指定について
　ばんとうプラザの指定管理について、株式会社三春まちづくり公社を指定管理者に指定する。

意見書提出陳情
　福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書の提出陳情。

委員会提出議案
議会委員会条例の一部改正
　行政組織機構の一部再編に伴い、規定の整備をする。
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① 三春病院の今後
参加者
　三春病院がこのまま無くなってしまうのでは、とい
う強い不安があります。町内に入院機能のある病院を
確保することを強く希望します。

議会
　指定管理者である星総
合病院は令和８年３月31
日で撤退となります。町で
は公募により後継医療機関
を選定する方針です。

意見交換会

意見交換会の内容

意見交換会の内容

参加者
・	カーボンニュートラルの実現に向けて、国の方針や
方向性ありきではなく、エネルギー政策全体のバラ
ンスを考えるべきではないでしょうか。

・	今話題になっている太陽光パネルの設置について、
三春町のガイドラインを拝見しました。景観条例な
どの明確な基準もあり、大変わかりやすく安心しま
した。

・	3.11を経験してる身なので原発再稼働については慎
重に決断するべきだと思います。

・	一企業だけの負担で原発再稼働は無理なのではない
でしょうか。国民に負担がのしかかると思います。

・	新潟の柏崎刈羽原発の再稼働についても連日新聞報
道がなされています。安全神話が崩れた日本での再
稼働は不安です。

②議員定数・なり手不足
参加者
　議員定数はこのままでいいのでしょうか。数を減ら
してその分報酬をあげれば、議員になりたい人も出て
くるのではないでしょうか。

議会
　今、議会で問題になっているのは、「なり手不足」
「議員定数」「議員報酬」そして「女性議員数が少な
いこと」です。議会では議会運営委員会のなかで対策
を検討しており、今年の８月までに結論をまとめ、次
回の選挙時に対応できるよう取り組んでいます。

参加者の感想

　よく議会傍聴には行っていますが、直接話を聞く機会はあまりないため、こういう機会がある
のは良いなぁと思います。
　議員さんと何度かお会いしお互いを知り合う中で、本音で私たちが望むことを本音で話せたり、
議員さんの仕事の中で感じていることを知ることができました。

三春モニタリングポストの会　代表　大
おおかわら

河原 さき さん

参加者の感想

　今回２回目の参加になりますが、議会傍聴のときは後ろ姿しか見えないので良かったと思います。
　三春病院と議員定数、空き店舗の話に特に関心がありました。良い方向へ持っていってもらえ
ば良いと思います。

おばちゃんくらぶ　田
た も の

母野 百
ゆ り こ

合子さん

※多くの意見や質問のなかからピックアップしてお届けします

議会
・	太陽光や風力発電などのエネルギー政策は重要であ
ると考えています。国の方針に沿って進めることが
重要なのではないでしょうか。

・	太陽光発電設置による森林伐採や景観破壊、自然破
壊などの環境問題を危惧しています。

2026年１月29日開催

三春モニタリングポストの会

テーマ　再生可能エネルギー、原子力発電、原発再稼働について

2026年２月18日開催

おばちゃんくらぶ

テーマ　町のなかで気がかりなこと
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「町民と議会との意見交換会」参加団体募集中
～あなたの声が、まちを動かします～

町へ申し入れ　―農業と交通の課題にどう対応？―

●開催方法
・開催時間：１時間30分～２時間程度
・議員：７名程度が参加
・形式：フリートーキング形式で気軽に意見交換
※日時・場所はご希望に応じて調整します。

●申込み方法
開催希望日の３週間前までに、申込書または
申込フォームからお申し込みください。
郵送・FAX・メールでも受け付けています。

●開催期間
通年で開催しています
※町の予算に関するご意見は、より反映しやすくするため、
　10月末までの開催がおすすめです。

●問い合わせ先
三春町議会事務局
電話0247-62-8124　FAX0247-61-2310
メール　gikai@town.miharu.lg.jp

●こんな団体・グループが対象です
町内で活動する団体やグループ（５名以上）であれば
お申し込みいただけます。
例） ・行政区、隣組
　　 ・サロン活動・産業・経済団体
　　 ・福祉・文化・スポーツ団体　など

●テーマは自由に設定できます
意見交換のテーマはそれぞれの団体の活動に合わせて
自由に決められます。
「農業の課題について話したい」「子育て環境について意見
交換したい」など皆さんの関心に沿った内容で実施します。

三春町議会では、町民の皆さんの声を町政に反映させるため、「町民と議会との意見交換会」を開催しています。
地域で感じている課題や日頃の疑問、まちづくりへのアイデアなど、自由に意見を交わしてみませんか。

町民との意見交換会をもとに議会から町へ申し入れを行い、その回答が示されました。

議：三春町議会　町：三春町

①農業の担い手確保へ
議	農業の後継者不足に対する具体的支援策を
町	関係機関と連携した就農支援を進めるとともに、農

地の集約や基盤整備を進め、新たな担い手が参入し
やすい環境づくりに取り組みます。

	 令和７年度は新規就農者５名を見込んでいます。

②振興作物と収入向上の支援
議	地域に合った作物の選定と支援の強化を
町	北部地区を中心に果樹振興を進めるほか、水稲や大

豆、ピーマンなども含め、収入の安定につながる支援
を継続します。

	 研修会の開催などにより、生産技術の向上も図ります。

③６次産業化の推進
議	農産物の加工所の設備投資支援を
町	補助金制度により、農業者と商工業者の連携を支援

します。
	 現在、ブルーベリーを活用した商品の開発も進めら

れており、今後の販売が期待されます。

④スマート農業の導入
議	省力化・効率化に向けたスマート農業機械の活用を
町	補助制度の活用により導入を支援しており、集落単位

での共同利用も視野に入れながら普及を進めます。

⑤磐越東線の利用促進
議	通勤・通学などに欠かせない磐越東線の活用につ

いて利用促進を
町	沿線自治体と連携した取り組みや情報発信を進め

るほか、子どもたちの遠足などでの利用についても
検討していきます。

⑥夜間の移動手段の確保
議	夜間の時間帯を含めた交通手段の確保を
町	AIデマンド交通やライドシェアなど先進事例を参考

にしながら、地域に合った移動手段の検討を進めま
す。

⑦駅周辺の整備とにぎわいづくり
議	三春駅・舞木駅周辺の環境整備を
町	空き店舗の活用や関係機関との連携を進め、利便性

向上とにぎわい創出を図ります。

昨年の意見交換会

申込フォーム

詳細はこちら
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まちの“ギモン”に直撃！　
３月３日（火）定例会３月会議で８名の議員が一般質問に登壇

※一般質問とは…議員が町に対し町政全般の幅広いテーマについて、政策の提言や
行政の監視を目的に、政策の執行状況や将来の方針などについて
質問します。

内容をダイジェスト版でお知らせします。
各ページ２次元コードから一般質問録画映像がご覧いただけます。

次回の一般質問は５月３０日（土）午前１０時予定です

スマートフォンでできる行政サービスは
以下の行政サービスが
スマートフォンで利用できます

Q

A

年次有給休暇の切捨てがないように

切捨てがないよう強化していく

Q

A

問

現
在
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
で

き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
何
で
す

か
。総

務
課
長

町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活

用
し
、
防
災
や
イ
ベン

ト
、
子
育
て
な
ど
の
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
広
報
誌
や
回

覧
物
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォン
で
見
ら
れ
る

ほ
か
、
講
習
会
や
税
関
連
の
申
請
事

前
予
約
、
町
民
健
康
診
断
の
予
約
受

付
、
社
会
体
育
施
設
等
の
予
約
、
町

営
バ
ス
の
利
用
予
約
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
の
利
用
申
込
、
水
道
の
開
始
や

廃
止
の
手
続
き
、
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
な
ど
が
可
能
で
す
。

問

切
捨
て
の
な
い
よ
う
年
休
を
取

得
さ
せ
る
。
年
末
に
切
捨
て
が

あ
る
と
い
う
職
員
が
、
８
日
間
年
休
が

残
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
年
末
か
ら
数

え
て
約
２
週
間
、
要
す
る
に
「
８
日

分
あ
な
た
は
休
み
な
さ
い
」
と
休
ま
せ

る
。
そ
の
こ
と
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

総
務
課
長

所
属
長
と
個
人
に
通

知
し
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
な
る
べ
く
切

捨
て
が
な
い
よ
う
、
今
後
取
得
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

篠篠し
の
ざ
き

し
の
ざ
き崎崎　　

聡聡さ
と
し

さ
と
し  

議
員
議
員

佐佐さ

と

う

さ

と

う藤藤　　
弘弘ひ

ろ
し

ひ
ろ
し  

議
員
議
員

一人でできっぺ

休暇を取りやすい職場環境へ

三春町公式チャンネル
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児童クラブとまほらっこ教室の違いは

受け入れ条件が異なる

Q

A

にぎわい創出事業・空き店舗対策は
中心市街地活性化等を
目的に支援する

Q

A

行政サービスのあり方は

対応職員の資質向上を図る

Q

A

問

町
で
運
営
し
て
い
る
児
童
ク
ラ

ブ
と
ま
ほ
ら
っこ
教
室
の
あ
り
方

を
お
聞
き
し
ま
す
。

教
育
課
長

児
童
ク
ラ
ブ
は
保
護
者

が
就
労
に
よ
り
昼
間
家

庭
にい
な
い
場
合
に
、
授
業
の
終
了
後
に

児
童
厚
生
施
設
等
を
利
用
し
、
適
切
な

遊
び
と
生
活
の
場
を
提
供
し
、
児
童
の

健
全
育
成
を
図
る
も
の
で
す
。ま
ほ
らっ

こ
教
室
は
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
の

こ
と
で
あ
り
、
放
課
後
の
学
習
・
体
験

活
動
の
場
と
し
て
実
施
し
てい
ま
す
。

問

受
け
入
れ
の
条
件
は
。

教
育
課
長

児
童
ク
ラ
ブ
は
就
労
・

通
院
等
で
保
護
者
が
放

課
後
家
庭
に
い
な
い
こ
と
が
条
件
で
す
。

ま
ほ
ら
っこ
教
室
は
基
本
的
に
入
所
の

条
件
が
な
く
、
全
て
の
児
童
が
対
象
に

なってい
ま
す
。

問

児
童
ク
ラ
ブ
の
な
い
中
郷・中
妻・

沢
石
小
学
校
の
長
期
休
業
中
の

受
け
入
れ
に
関
し
て
は
。

教
育
課
長

児
童
ク
ラ
ブ
が
な

い
の
で
、
ま
ほ
ら
っ

こ
教
室
の
時
間
延

長
や
長
期
休
業

中
の
受
け
入
れ
を

し
てい
ま
す
。

問

空
き
店
舗
利
活
用
に
お
い
て
、

営
業
日
数
に
関
す
る
要
件
は

規
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
常
時
営
業
し

て
い
る
既
存
店
舗
と
の
公
平
性
は
あ
り

ま
す
か
。

産
業
課
長

新
た
な
事
業
を
始
め

た
い
事
業
者
に
は
、
町

か
ら
可
能
な
限
り
営
業
日
数
を
多
く

し
、
店
を
開
け
て
に
ぎ
わ
い
創
出
や
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
た
だ
け
る

よ
う
働
き
か
け
を
行
って
い
き
ま
す
。

問

３
年
間
の
家
賃
補
助
が
終
了
し

た
後
も
、
継
続
営
業
し
て
い
る

店
舗
を
紹
介
し
て
はい
か
が
で
し
ょ
う
か
。

産
業
課
長

三
春
町
の
補
助
金
を

活
用
し
た
店
舗
に
つ
い

て
の
紹
介
は
可
能
と
思
い
ま
す
。
実
際

に
町
内
で
空
き
店
舗
補
助
金
を
活
用

し
、
現
在
も
事
業
を
行
って
い
る
店
に
つ

い
て
情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問

町
民
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
や
要
望

に
対
し
て
は
、
も
っと
分
か
り
や
す

く
明
確
な
対
応
表
現
と
す
る
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

町
長

今
後
は
ス
ケ
ジュー
ル
や
進
め
方

な
ど
、
可
能
な
範
囲
で
具
体
的

に
示
し
な
が
ら
回
答
し
ま
す
。

問

役
場
で
ど
の
窓
口
に
相
談
す
れ
ば

い
い
の
か
分
か
ら
ず
困
っ
た
と
い
う

声
を
聞
き
ま
し
た
。
よ
り
町
民
に
よ
り

添
っ
た
窓
口
対
応
と
し
て
フ
ロ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
や
コ
ン
シ
ェル
ジ
ュ
を
設
置
で
き
ま

せ
ん
か
。

町
長

総
合
窓
口
と
し
て
十
分
な
対
応

が
な
さ
れ
な
か
った
こ
と
も
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
は
さ
ら
な
る
職
員

の
知
識
習
得
や
資
質
向
上
に
努
め
ま
す
。

な
お
、新
た
な
設
置
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

問

町
民
が
抱
え
る
複
雑
な
問
題
に

対
し
て
、
す
ぐ

に
対
応
し
て
も
ら
え
る

「
す
ぐ
や
る
課
」
の
設
置

は
出
来
ない
で
し
ょう
か
。

町
長

「
す
ぐ
や
る

課
」
の
設
置

は
難
しい
で
す
が
、今
後

も
町
民
の
様
々
な
要
望

に
速
や
か
な
対
応
が
出

来
る
よ
う
、
人
材
育
成

と
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
努
め
ま
す
。

遠遠え
ん
ど
う

え
ん
ど
う藤藤　　

亮亮り
ょ
う
こ

り
ょ
う
こ子子  

議
員
議
員

松松ま
つ
む
ら

ま
つ
む
ら村村　　

妙妙た

え

こ

た

え

こ子子  

議
員
議
員

三三さ
ん
ぺ
い

さ
ん
ぺ
い瓶瓶　　

一一か
つ
と
し

か
つ
と
し壽壽  

議
員
議
員

役場１階の総合案内

補助金を活用した店舗（Albaro）

まほらっこ三春教室の指導員
による本の読み聞かせ
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磐越東線活性化の具体的な取組は
ふくしまＤＣ※との連携で利用促進
につなげる

Q

A

認定農業者の資格要件は
農業経営改善計画を
基に審査を行う

Q

A

部活動地域展開に関する今後の取組みは

外部指導者の確保を図る

Q

A

問

ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
と
の
連
携
内
容

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

副
町
長

磐
越
東
線
沿
い
の
桜
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
や
、
駅
前
マ

ル
シ
ェ
等
の
イ
ベン
ト
実
施
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ば
ん
と
う
プ
ラ
ザ
で

の
観
光
案
内
や
特
産
品
の
販
売
な
ど

を
通
じ
て
、
町
の
魅
力
発
信
や
磐
越

東
線
の
利
用
促
進
に
つ
な
げ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問

二
次
交
通
の
見
直
し
に
つ
い
て

考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

副
町
長

運
行
時
刻
や
コ
ー
ス
の
見

直
し
、
鉄
道
駅
と
の
接

続
の
充
実
や
町
営
バ
ス
で
のSuica

の
利
用
を
早
期
に
実
現
さ
せ
、
利
便

性
の
向
上
と
利
用
促
進
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

問

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
す
す

む
な
か
、
全
国
で
も
65
歳
以
上

の
農
業
者
が
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す
耕
作
放
棄
地
の
増
加
や

従
事
者
の
減
少
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
国

で
は
各
種
補
助
金
、
助
成
制
度
を
作
り

支
援
制
度
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
が
、

認
定
農
業
者
の
資
格
取
得
が
必
要
で

す
。
そ
の
要
件
は
何
で
し
ょ
う
か
。

産
業
課
長

５
年
後
の
年
間
所
得
が

３
５
０
万
円
、
年
間
労

働
時
間
が
１
，
８
０
０
時
間
程
度
を
目

標
と
す
る
農
業
経
営
改
善
計
画
を
作

成
し
、
担
い
手
等
認
定
審
査
会
に
お
い

て
審
査
を
行
い
認
定
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

問

年
齢
制
限
、
農
地
等
の
所
有
要

件
は
あ
り
ま
す
か
。

産
業
課
長

あ
り
ま
せ
ん
。

問

認
定
を
受
け
た
場
合
の
助
成
策

は
あ
り
ま
す
か
。

産
業
課
長

農
業
機
械
の
導

入
費
用
の
補
助

な
ど
の
支
援
制

度
が
設
け
ら
れ

てい
ま
す
。

問

運
動
部
の
部
活
動
地
域
展
開
に

つい
て
、
進
行
状
況
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
長

運
動
部
の
外
部

指
導
者
を
登
録

す
る
人
材
バン
ク
を
運
用
し
、
各
競
技

に
派
遣
し
て
い
ま
す
。
登
録
者
は
38
名

で
、
休
日
を
中
心
に
指
導
に
あ
た
って
い

ま
す
。

問

働
き
方
改
革
と
し
て
教
員
の
負

担
減
につ
な
がってい
ま
す
か
。

生
涯
学
習
課
長

休
日
の
試
合
等
の

引
率
も
外
部
指

導
者
の
み
で
行
う
部
も
増
え
て
い
る
た

め
、
教
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
な
がって

い
る
と
考
え
てい
ま
す
。

問

令
和
８
年
度
以
降
の
取
組
み
に

つい
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
長

外
部
指
導
者
が
１

人
し
か
い
な
い
部

活
動
が
あ
る
の
で
、
指
導
者
の
確
保
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
国
の
補
助
制
度
を

十
分
に
活
用
し

て
、
指
導
者
の

活
動
報
償
費

や
指
導
者
養

成
講
習
会
の
経

費
な
ど
に
あ
て
、

地
域
展
開
を

進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

影影か
げ
や
ま

か
げ
や
ま山山　　

孝孝た

か

お

た

か

お男男  

議
員
議
員

橋橋は
し
も
と

は
し
も
と本本　　

善善ぜ
ん
い
ち
ろ
う

ぜ
ん
い
ち
ろ
う

一
郎
一
郎  

議
員
議
員

大大お
お
う
ち

お
お
う
ち内内　　

広広ひ
ろ
の
ぶ

ひ
ろ
の
ぶ信信  

議
員
議
員

クラブチームの設立

ガンバレ認定新規就農者

三春駅構内

※ふくしまDC（デスティネーションキャンペーン）
JRグループと県・市町村・地元の観光事業者などが一体となって、
各地域の魅力を発信する観光キャンペーン
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傍聴者へ直撃インタビュー

一般質問 傍聴者アンケートまとめ
傍聴者：22名　回答者：16名　(回答率72.7％)

３月３日に一般質問を傍聴された、みはる手話サークルのお二人へお話をうかがいました。

　30年間教員をしておりま
したが、体を壊して早期退
職しました。議員のみなさん
が、責任を持って発言してい
ることが分かりました。

　手話通訳のモニターをつけてい
ただきありがとうございます。さま
ざまな行政サービスに手話通訳を
お願いしたいです。災害が起きた
とき、聴覚障がい者の人に情報提
供したいので、役場に手話通訳専
任がほしいです。

長
は せ が わ

谷川 俊
と し お

夫さん 坪
つ ぼ い

井 勝
かつひろ

広さん

① 質問内容の工夫について
　・質問が偏っている印象があり、町の将来像を見すえた議論が求め

られます。
　・質問については、事前の調査・情報収集をより一層充実させる必要

があります。
 個別課題にとどまらず、将来を見すえた視点と十分な事前準備に

基づく質問を求める意見がありました。
 
② 運営について
　・手話通訳の導入により、議論内容がリアルタイムで可視化され、

理解しやすい環境が整いました。
　・一方で、議員の質問と町の答弁が噛み合わない場面では、手話で

の表現も難しくなるため、より分かりやすい議論が求められます。
 手話通訳の効果を最大限に活かすためにも、論点が整理された分

かりやすい議論が必要との声がありました。

女性議会 参加者募集　～あなたの声がまちを動かす一歩に～

■応募方法
申込フォームまたは応募用紙に記入のうえ、郵送・持
参・メールで提出

■その他
詳しくは三春町議会HPをご覧ください。

■申込・お問い合わせ先
三春町議会事務局
電話：0247-62-8124
FAX：0247-61-2310
メール：
gikai@town.miharu.lg.jp

　女性の皆さんが議員役となり、町に質問や提案を行う
模擬議会「女性議会」を開催します。
　「子育てのこと」「通学路の安全」「もっとこうなった
らいいのに」
　そんな日頃の思いを、議場で届けてみませんか？

■概要
日　時：令和８年７月11日（土）午前10時～正午
場　所：三春町役場 ３階議場
内　容：一般質問形式による町への質問・提案

■募集
対　象：町内在住または在勤の女性（18歳以上）
定　員：若干名（応募多数の場合は選考）
締　切：令和８年５月15日（金）

議会の言葉をすべての人へ

三春町議会HP
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中郷小学校
「滝ザクラを守る会」

田村高校
「滝桜ボランティア隊」

香港から来ました。
桜の花がきれいで感動しました。

また来年も来たいです!

どこから
いらしたのですか?

滝桜に負けない
いい笑顔で!
 はいチーズ!

こんなサービスがあるなんて!
すご～い! 最高です!

手作り感あふれるパンフレットですね!おしゃれで
思わず子どもも興味を示す素敵なパンフレットです。

手書きに温かみがありすごいです!

地元のことをよく調べてすごいですね!
昔ガールスカウトとして

活動していたころがなつかしいです。

三春滝桜でおもてなし

池澤 月灯さん（６年生）
いけざわ　 つ き ひ

昭和57年から続く「滝ザクラを守る会」は、中郷小
学校として最後の活動になります。手づくりパンフ
レットの配布や敷地内のゴミ拾い活動をして、お客
様に心を込めておもてなしをしています。

地元の魅力を発信しようと町商工会と連携し、今年
はマップを3000部作成しました。5年ほど前からマッ
プづくりなどに取り組み、三春町の魅力を多くのお客
様に伝えています。

またたくさんの観光客に来てほしい
という思いを込めてパンフレットづ
くりやゴミ拾い活動をしています。
笑顔でことばづかいにも気をつけて
楽しく案内したいです。

田村高校生や中郷小学校の皆さんが元気に明るく案内してい
る姿に勇気をもらい、私も無料シャトルバスに乗車し、魅力ある
三春町を案内させていただきました。　　　　　　　遠藤 亮子

登椰 悠人さん（３年生）
となき　ゆうと

滝桜は全国的に有名な桜ですので、
たくさんの皆さんにその良さを知って
いただきたいと思い、心を込めておも
てなしをしたいです。傘は田村高校
令和７年度の３年生が三春駒をモ
チーフに作成しました。

リーダーからひとこと

取材を終えて
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議会改革に向けた議論進行中

その後どうなった

◆応募方法
クイズの答え、氏名、住所、年齢に加え「議会」や「みはる議会だより」に対するご意見、ご感想を併せ
て記入のうえ、はがき、またはＦＡＸで送付（送信）してください。また、Ｅ-mailでの応募も受け付けま
すので、必要事項を記入のうえ、下記のアドレスまで送信してください。正解者の中から、抽選で３名の
方に１,０００円分の商品券を差し上げます。当選は発送をもって代えさせていただきます。

◆送付先	 〒９６３-７７９６　三春町字大町１－２ 三春町議会事務局
	 Ｅ-mail　gikai@town.miharu.lg.jp
◆締切日	 令和８年５月22日（金）（当日消印有効）

※ 応募いただいた方の個人情報は、このクイズ対応業以外の目的には使用しません。

令和８年４月１日より三春町消防団員の定数が変更となりました。
現在の５００人から何人に変わったでしょうか？

①３５０人　②４００人　③４５０人

前回の答え
②ウィスコンシン州

第48回議会クイズ

はがきが無くても
回答できます

議員報酬等の推移（単位：円）
議員報酬 町長給料 備考議長 副議長 議員

平成７年 296,000 238,000 215,000 766,000 改定あり
平成８年 307,000 244,000 222,000 788,000 改定あり
平成９年 310,000 246,000 224,000 795,000 改定あり
令和７年 310,000 246,000 224,000 795,000

議員報酬の見直し
　約20年間、報酬額に変更がなかった状況に対
し、その期間の物価上昇（約11％）や賃金増加（約
８％）を考慮する必要性があると考えます。独自で
行った議員活動量調査の結果や町長報酬とのバラ
ンスもふまえ、具体的な報酬額を検討し、正式な提
案へと進む予定です。

②「キエーロ体験会」を開催
　令和７年12月の一般質問で、ごみの減量化につい
て取り上げました。町では、生ごみを処理できる「キ
エーロ」の体験モニターを募集し、併せて勉強会を
開催しました。この取り組みは、私たちが日々排出す
る生ごみについて考えるきっかけとなります。20名の
方がモニターに参
加され、実用性が
確認されれば、今
後町民の皆様に広
くオススメしていく
とのことです。

議員定数について
　現行の維持が望ましいとの意見もある一方、過去
２回連続で選挙が行われていない状況が課題とし
てあげられました。仮に現行の定数のまま選挙が実
施された場合、立候補者数が定数を上回るかどうか
が心配されます。選挙を前提とした議員構成を考え
ると、議員定数を減らさざるを得ない状況であると
思います。

①紙おむつ・おしりふき定額制始まる
　令和７年９月の一般質問で、紙おむつとおしりふき
の定額制（サブスクリプション）を取り上げましたが、
今年４月から各保育施設で実施されるとのこと！！
　速やかな対応に育児されているお母さん方から「良
かった～」と喜びの声をいただきました。これからも大い
に子育て支援に力を入れていただきたいと思います。

　議員定数および議員報酬の見直し
について、議会運営委員会で議論を
進めています。その中から、委員会で
出た意見を一部ご紹介します。
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未来を担う団員にエールを

発行／福島県三春町議会　編集／広報広聴常任委員会
住所／〒９６３－７７９６　福島県田村郡三春町字大町１番地の２
電話／０２４７－６２－８１２４　FAX ／０２４７－６１－２３１０
メールアドレス／ gikai@town.miharu.lg.jp

みはる議会だより
スマートフォンへ

配信中 !

広報広聴常任委員会 委員長／山崎ふじ子 　副委員長／篠崎聡　　
委　員／影山孝男　 三瓶一壽 　大内広信 　遠藤亮子 　鈴木利一

シリーズ No.10 ～みはるのキラ人～
「みはるのキラ人」と題して、三春町で活躍されている方をシリーズで紹介していきます。

今回は令和８年３月に田村高等学校を卒業された三春町出身のお二人にインタビューしました。

田村高等学校
３年生(当時)

渡邉 智稀さん
わたなべ　 と も き

❶ 
高
校
で
の
思
い
出
は

 
部
活
動
で
３
年
間
陸
上
競
技
部
の

長
距
離
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
で

す
。
練
習
は
き
つ
か
っ
た
で
す
が
、

仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
た
こ
と
や
練

習
で
の
達
成
感
、
大
会
で
出
し
た

自
己
ベ
ス
ト
の
達
成
感
、
う
れ
し

さ
が
思
い
出
で
す
。

❷ 

進
路
は

 

関
東
の
大
学
に
進
学
し
ま
す
。

 

日
本
が
抱
え
る
少
子
高
齢
化
問
題

に
つ
い
て
、
原
因
や
将
来
の
予
測

な
ど
の
分
析
、
解
決
策
を
研
究
し

た
い
で
す
。

❸ 

こ
れ
か
ら
の
夢
は

 

地
域
を
支
え
る
警
察
官
に
な
り
た

い
で
す
。
（
福
島
県
警
察
希
望
）

❹ 

町
へ
望
む
こ
と
は

 

観
光
に
来
た
方
々
に
長
期
滞
在
し

て
ほ
し
い
で
す
。

 

宿
泊
施
設
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い

で
す
。

田村高等学校
３年生(当時)

津守 舞さん
つ も り  ま い

❶ 

高
校
で
の
思
い
出
は

 

３
年
間
ロ
ー
イ
ン
グ
部
（
旧
ボ
ー

ト
部
）
で
活
動
し
、
部
長
と
し
て

チ
ー
ム
を
ま
と
め
、
仲
間
と
全
国

大
会
上
位
入
賞
を
目
指
し
て
頑

張
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
仲

間
と
の
絆
を
深
め
た
こ
と
で
す
。

❷ 

進
路
は

 

県
外
の
専
門
学
校
に
進
学
し
ま

す
。

❸ 

こ
れ
か
ら
の
夢
は

 
航
空
業
界
の
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
の
仕

事
に
就
き
た
い
で
す
。
専
門
学
校

で
必
要
な
技
術
と
知
識
を
学
び
、

部
活
で
身
に
つ
け
た
責
任
感
と

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
い
で

す
。

❹ 

町
へ
望
む
こ
と
は

 

自
然
や
歴
史
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
人
が
集
ま
る
活
気
あ
ふ
れ
る

町
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

羽ばたくとき

今
月
の
表
紙

　
今
月
の
題
字
は
叶
登
（
か
な

と
）
く
ん
５
さ
い
の
字
で
す
。

　
特
集
で
は
三
春
町
消
防
団
三

春
分
団
の
皆
さ
ん
の
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
仕
事
で
も
家
庭

で
も
地
域
で
も
お
祭
り
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
な
ど
な
ど
、
消
防
団
の
年
代

が
三
春
を
、
そ
し
て
未
来
を

担
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
の
宝
で
す
ね
！


